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液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイの高性能化のためのインセル用偏光子の開発 

 

株式会社ポラテクノ（代表取締役社長：崎玉克彦、本社：新潟県上越市）は、薄型で耐熱性に優れ

たインセル用偏光子の開発に成功しました。 

 

インセルとは偏光子をディスプレイの内部に配置することをいい、ディスプレイの高性能化、さま

ざまな機能付与が可能になります。従来の偏光板は、染色したＰＶＡ（ポリビニルアルコール）フィ

ルムをＴＡＣ（トリアセチルセルロース）フィルムなどの支持体で挟んだものに接着剤を塗布した構

造で、厚みも１６５μｍと厚いものでした（図１）。開発したインセル用偏光子は染色したＰＶＡと

接着層のみから構成されていて厚さは１５μｍと非常に薄くなっています（図２）。また１５０℃の

高温に３０分耐えることができ、液晶ディスプレイ、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）ディス

プレイへのインセル化が可能になります 

図３は液晶ディスプレイへの応用の一例で、量子ドットカラ

ーフィルーターの液晶層側にインセル偏光子を配置したもの

です。この構成により屋外視認性に優れ、消費電力が小さく色

再現性に優れた液晶ディスプレイの実現が可能になります［１］

［２］。図４は有機ＥＬディスプレイへの応用の一例で、カバ

ーフィルムと有機ＥＬ素子の間にインセル用偏光子を配置し

た構造になっており、有機ＥＬディスプレイの薄型化、フレキ

シブル化に寄与します。 
２０１９年６月からサンプル出荷を開始し、２０２０年９月

には量産を開始する予定です。 
なお、この製品は５月１４～１６日にサンノゼで開催される

国際シンポジウムＳＩＤ２０１９併設の展示会に出展予定で

す。 
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